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日
置
市
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
行

事
の
人
二
日
を
比
較
し
た
三
つ
の
写

真
集
が
自
費
出
版
さ
れ
た
。
県
内

各
地
の
伝
統
芸
能
を
長
年
追
い
続

け
て
き
た
ア
マ
チ

ュ
ア
写
真
家
の

長
里
利
寛
さ
ん
（η
）
＝
鹿
児
島
市

＝
が
昨
秋
か
ら
今
春
に
か
け
て
制

作
。
地
元
住
民
か
ら

「懐
か
し
い
」

璽
貝
重
な
記
録
」
と
好
評
だ
。

く
疱
療
踊
り

＜
餅
引

っ
張
・り

く

日置の伝統行事 写真集に

,

をメ l
rig

4.、 II

●三味線の伴奏があつた 1999年の疱麿踊 り=日吉町 (当時 )吉利の
伊勢神社 01997年の餅引 っ張 りの様子 =伊集院町 (当時 )古城

日
吉
の

「吉
利
中
区
疱

療
踊
り
」
（Ａ
５
判
η
否
）

と
伊
集
院

・
古
城
の

「
モ

ー
モ
ー
ど
ん
今
昔
物
ヨ
巴

（Ａ
５
ス
ク

エ
ア
サ
イ
ズ

４８
で
）
、
「吹
上
の
伝
統
行

日
置
市
の
伝
統
行
事
を
記

録
し
た
写
真
集
を
手
に
す

る
長
里
利
寛
さ
ん

事
」
（同
３６
否
）
の
３
冊
。

ネ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
で
制
作

し
た
。

疱
療
踊
り
は
日
吉
町
吉

利
の
伊
勢
神
社
で
あ
り
、

紫
色
の
頭
巾
で
頭
を
隠
し

た
女
性
た
ち
が
踊
る
。
今

年
３
月
の
様
子
に
、
三
味

線
の
伴
奏
が
あ

っ
た
１９
年

前
の
写
真
を
添
え
た
。

(いずれ も長里利寛 さん提供 )

一
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

一
ば
せ
て
い
る
。
天
候
次
第

一
が
青

紫
色

に
色
づ

き
始

一
食
べ
比

べ
て
み
て

一
生
活

保
存
会
の
下
野
た
み
子

さ
ん
（６７
）
は

「昔
踊

っ
て

い
た
人
た
ち
が
写

っ
て
お

り
記
念
に
な
る
。
若
い
人

た
ち
が
日
味
を
持
ち
、
会

に
入
る
き

っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
話
す
。

モ
ー

モ
ー
ど

ん
祭

り

（餅
引

っ
張
り
）
は
、
つ

き
た
て
の
餅
を
く
わ
え
て

引

っ
張
り
合
い
、
豊
作
に

感
謝
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
行

事
。
１１
月
に
伊
集
院
町
古

城
の
田
の
神
像
前
で
行
わ

れ
、
２．
年
前
の
様
子
を
収

録
し
た
。

吹

上

の
伝

統

行
事

で

開訴
燻
攀

な
ど
を
取
り
上
げ
た
。

長
里
さ
ん
は

「昔
か
ら

の
行
事
が
残

っ
て
い
る
地

域
は
元
気
が
あ
る
。
伝
統

の
灯
が
絶
え
な
い
よ
う
に

記
録
を
続
け
た
い
」
と
話

す
。
長
里
さ
ん
＝
０
９
０

（２
０
８
６
）
４
４
９
４
。

（角
倉
貴
之
）

父
親
５
人
が

料
理
に
挑
戦

大
隅
・恒
吉
小

曽
於
市
大
隅
の
恒
吉
校

区
公
民
館
で
８
日
、
父
親
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